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276万人

48万人

9万人

546万人

1,272万人

19% 25%

1,598万人

韓国

637万人
7%

インドネシア

4%

オーストラリア

ニュージーランド

中国

32万人
9% 7%

シンガポール

タイ

284万人

11% 14%
マレーシア

インド

　Jリーグはアジアを中心に、放送網を
広げている。インドネシア、ミャンマーな
どでは、日本の番組を国外のテレビ局
に向けて編成・配信する「WAKUWAKU 

JAPAN」において、その他の日本のコ
ンテンツとともに人気を博している。ま
た、シーズン開幕戦、ヤマザキナビスコ
カップ決勝、明治安田生命Jリーグチャ

②リーグへの関心度向上

アジア太平洋各国でのJリーグへの興味度の推移・興味者推定人口

Global
Strategy

　2012年のアジア戦略開始以降、多く
のクラブがアジアに活動を展開。Jリー
グでは、各クラブのニーズをヒアリング
しながら、現地クラブとのマッチングな
ど、活動をサポートしている。
　セレッソ大阪はいち早く手をあげた。
Jリーグのタイプレミアリーグとの提携
の翌月に、バンコクグラスFCとの提携
を発表した。これまでにタイの農村地
域でヤンマー社スポンサードによる
サッカー教室を開催。今年は、ヤンマー
社がバンコクグラスFCをスポンサード

グローバルフットボールの潮流

Jリーグの「アジア戦略」

し、逆にタイのビール会社であるシン
ハー社がC大阪をスポンサードするな
ど、活動を多角化している。
　各国代表や海外強豪クラブとの親
善試合も積極的に企画・サポートして
いる。2015年1月にはインドネシア ジャ
カルタで「WAKUWAKU JAPAN 開局1

周年記念　パナソニックカップ 2015」
を開催。ガンバ大阪がペルシジャ・ジャ
カルタを4－0で下した。本試合はイン
ドネシア地上波で生中継され、スタジ
アムにも多くの観客が押しよせた。

　世界のフットボールは「欧州一極集
中」の構図が進んでいる。今や世界中
で欧州のトップリーグの試合が放送さ
れ、いつでも、どこでもチーム情報を得
ることができる時代。特に、プレミア
リーグは巨額の放送権を元手に世界
中のスター選手を集め、全世界が毎週
末の試合を心待ちにしている。またその
人気が更なる放送権料の増額につな
がっているのだ。この構図の中で、南米
やアフリカは、若手選手を欧州に供給
することで移籍金を得て自国を強化す

るという「選手輸出国」としてのポジ
ションを確立してきた。
　一方、アジアはどうだろう。2014FIFA

ワールドカップブラジルでは、アジア勢
は1勝もできず。アジアからプレミア
リーグには毎年約539億円の放送権料
が支払われているなか、競技レベルも
事業規模としても世界に遅れをとって
おり、このままでは世界との差は広が
るばかり。グローバルフットボールの競
争は熾烈だ。

　代表選手のみならず、若手有力選手
が海外にチャレンジするようになって久
しい。これは代表強化につながる一方で、
Jリーグの空洞化も招く。2014 FIFAU-20

ワールドカップでも、日本はアジアの予
選を勝ち抜けず、4大会連続で出場を逃
した。これらの状況は、Jリーグの競技レ
ベルが停滞し、放送権料等の事業収入
にも悪影響を及ぼす、という負のスパイ
ラルにつながりかねない。
　一方でアジアにおいては、日本代表と
Jリーグの注目度は高いことも事実。30

①クラブのアジア進出をサポート

「アジア戦略」4つの活動展開

パートナーシップ協定締結国とJリーグ放送国

アジアの提携リーグ国

9ヶ国
提携

タイ カンボジアベトナム シンガポール

インドネシア マレーシア カタール

ミャンマー

2015シーズンJリーグ放送あり＋パートナーシップ協定締結国
パートナーシップ協定締結国 2015シーズンJリーグ放送あり（予定含む）

2015（3～6月）Jリーグ 海外放送状況

2,081時間 1,014万人

中継放送時間 中継視聴者数

年前、ASEAN諸国に負けていた日本代
表が、Jリーグの創設と共に急成長し、な
でしこジャパン日本女子代表は世界
チャンピオンにもなった。また日本は、八
百長がなく、クリーンで、ファイナンシャ
ル・フェアプレーが遵守され、老若男女
を集めるスタジアムを有する世界でも
稀なリーグである。Jリーグが持つ育成
やリーグ運営のノウハウをアジア各国
に無償提供し、アジアサッカーの発展・
成長に貢献し連携することが必要。
　そのための枠組みとして、アジア各国

リーグとの「リーグ間提携」を進めると
同時に、「放送地域の拡大」に着手してい
る。これらをベースに、2012年「アジア戦
略」を開始した。「アジアのフットボール
マーケットの創出と成長」「アジアフット
ボールの競技力の向上」を目標に、次の
4つの活動を展開している。

ンピオンシップなどにおいては、アジア
各国の有力メディアを招待し、試合中
継と連動させJリーグの露出向上を
図っている。結果、タイ、マレーシア、イン
ドネシアにおけるJリーグの関心度は
着実に向上してきている。

出典：レビュコムジャパン

国際戦略

グローバル化の鍵はアジアとの連携

イラン

セレッソ大阪とシンハーとの記者会見　©セレッソ大阪

ⓒ ガンバ大阪
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インドネシア代表のイルファン選手（札幌）

300枚のユニフォーム・ウエアをモンゴルの子どもたちに届けた。

アジアセンターで大宮アルディージャのサッカー教室を開催。

　成長著しいタイ、ベトナムを初めとし
たアジア各国の代表選手がJリーグに
チャレンジする機会づくりも強化して
いる。
　現在、コンサドーレ札幌に所属する
インドネシア代表のイルファン選手。怪
我にも悩まされたが、今年はJ2リーグ
戦6試合に出場を果たし、来シーズンの
更なる活躍が期待される。
　日本代表戦での活躍が話題になった
シンガポール代表GKのイズワン選手
が松本山雅FCの練習に参加。ベトナム
の黄金世代を代表するグエン・トゥア
ン・アイン選手も横浜FCへの加入が決
定し、この傾向が続けば来シーズン、よ
り多くのアジア選手がJリーグで見られ
るだろう。
　元日本代表の中田英寿氏がイタリア
のペルージャに移籍した結果、多くの
日本人がペルージャという街を知り、そ
して訪れたように、アジア選手の加入・
活躍は、放送露出を広げるだけではな
く、所属クラブとホームタウンの認知
向上、そしてインバウンド促進につなが
ることも期待される。

Jリーグは、今後のグローバルフットボールの流れとして、以下2点に注目。
アジアのみならず世界におけるリーダーシップ獲得を目指している。

　Ｊリーグは2014年に独立行政法人
国際交流基金アジアセンター（以下、ア
ジアセンター）、2015年に独立行政法
人国際協力機構（JICA）と提携し、日本
とアジアの交流促進及び成長、発展の
ための取り組みを続けている。そして
2015年11月からは、アジアセンターと
の共催で、ASEAN10ヶ国を対象にJク
ラブが指導者及び子供たちを指導する
プロジェクトが開始された。
　同時に社会貢献活動も展開している。
世界では貧しい環境の中、スポーツの
楽しさを経験できない子どもたちも多
く存在する。Jリーグでは、2011年より、
サポーターから寄贈された各クラブの
ユニフォームを集め、アジアの子どもた
ちに届けるプロジェクトを実施。これま
でに、カンボジア、東ティモール、ミャン
マー、ブータン、モンゴルに届けられ、
「スポーツ・フォー・トゥモロー」（文科省
と外務省による発展途上国のスポーツ
分野発展事業）の活動にも認定された。

　2015年12月、世界リーグフォーラム
がフランスのパリで開催された。同
フォーラムでは、世界各国のリーグ代
表者が集まり、共通課題の共有、解決
を図ると共に、各国が抱える個別課題
の解決を他国がサポートする目的で組
織化が検討されている。今後、Jリーグ
はアジアを代表するリーグとして、これ
までになかった国際ルールの提案など
を視野に入れ、同フォーラムに積極的
に関与していく。

　欧州、南米以外でもアメリカメジャー
リーグサッカー、中国スーパーリーグ、
メキシコリーガMXなど急成長している
リーグがある。アメリカは北米4大ス
ポーツのノウハウをベースにしたマー
ケティング、中国は国家戦略としての
サッカーの気運向上、メキシコは育成
年代において国際試合を100試合以上
経験させるなど各国の強みを活かした
戦略を展開している。
　Jリーグは、これらの国と協働するこ
とにより太平洋を中心としたパンパシ
フィックという新たなフットボール経済
圏創出の可能性を検討している。

③選手獲得

④アジアへの貢献

①世界リーグフォーラム

今後の世界の動きとJリーグの戦略

パンパシフィック各国リーグの特徴

②パンパシフィック諸国の台頭と

　協働の可能性

メジャーリーグサッカー（MLS）

2015シーズン：3-12月　クラブ数：20 2014/15シーズン：10-4月  クラブ数：10

2015シーズン：3-11月　クラブ数：16 2014/15シーズン：7-5月　クラブ数：18

2015シーズン：3-12月　クラブ数：18 2015シーズン：3-11月　クラブ数：12

1996年～ 2004年～

1943年～

1983年～

2004年～

1996年～

H/A方式　34節のレギュラーシーズン（カンファレンス形式）
12チームのプレーオフで決勝としてMLS CUP開催
4大スポーツの経験を活かし、急速に発展。自前スタジアムの保有、
欧州トップ選手の獲得等を中心に、マーケティング面を主に強化

3回戦制の27節のレギュラーシーズン
6チームによるプレーオフとグランドファイナル

今年アジアカップを主催し、過去最高の観客数を記録

H/A方式　30節のレギュラーシーズンのみ
莫大な投資で、スコラリ監督、ブラジル代表パウリーニョ選手や
ロビーニョ選手などを獲得し、近年レベルが上がってきている

H/A方式　34節のレギュラーシーズン
ASEANで急速に伸びている。もともとサッカー熱が高く、
そこに近年リーグの整備や投資が整ってきた
多くの日本人選手、監督が所属する

入場者数は低迷しているが、ACLでは常にJクラブのライバルとなっている

ラウンド1　H/A方式
ラウンド2　Home or Away
ラウンド3　上位6チーム、下位6チームが
　　　　　 それぞれH/A方式のリーグ戦を実施

前期・後期それぞれリーグ戦の後、
8チームによるプレーオフ

Aリーグ

中国スーパーリーグ リーガMX

タイ・プレミアリーグ Kリーグクラシック

1年に2回のトーナメント戦
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平均入場者数

22,193人

平均入場者数

21,574人
平均入場者数

12,514人

平均入場者数

25,305人

平均入場者数

7,720人
平均入場者数

6,300人









　今シーズン、明治安田生命保険相互会社様にタイトルパートナーとしてご支援いただき、「明治安田生命Ｊリーグ」としてリーグ戦を開催しました。Ｊ1はサンフレッチェ広島が2ndステージ優

勝、年間勝点トップでチャンピオンシップに出場し、素晴らしいチームワークで大会を制し、3度目の年間チャンピオンとなりました。また日本開催となったFIFAクラブワールドカップでは、連戦

の疲労や負傷を抱えながらもオセアニア代表のオークランド・シティFCやアフリカ代表のTPマゼンベを撃破し、南米王者のリバープレートとの準決勝まで駒を進めることになりました（2015年

12月14日現在）。J 2、Ｊ3も最終節まで混戦となり、Ｊ2は大宮アルディージャが1年でＪ1復帰を決め、Ｊ3は入会1年目でレノファ山口FCが優勝、Ｊ2昇格を果たしました。

　2015年は、より多くの方々にＪリーグに関心を寄せていただくため、Ｊ1を2ステージ制およびチャンピオンシップに大会方式を変更して開催するなど、変革にチャレンジしたシーズンでした。

そんな今シーズンを振り返って、オン・ザ・ピッチとオフ・ザ・ピッチの両面から総括いたします。

　魅力的なフットボールを提供することを約束した＋Qualityプロジェクトも4年目となり、今シーズンも選手・クラブ・リーグが

共同で「4つの約束」を打ち立て、実行しました。

　試合の魅力を削ぐ行為は減少傾向が見られ、特にＪ1の異議・遅延行為による警告回数は顕著に減少しました。一方でリス

タートは、コーナーキックがワールドカップブラジル大会の各試合平均から4秒の遅れがあるなど、まだまだ短縮できる余地が

あり、今後の課題と言えます。引き続き、魅力を削ぐ行為を徹底的になくし、よりエキサイティングで質の高いフットボールを提

供していきます。

　Ｊ1全会場でのトラッキングシステムの導入により、これまで可視化することのできなかったピッチ上のあらゆるデータを

取得し、分析・比較することができるようになりました。こうしたデータを駆使することで、チームは監督や選手間のコミュニ

ケーションの促進や、試合中に刻々と変わる戦況をデータを通じて分析し戦術に活かしたりするなど、競技力向上への活用が

見込まれます。デジタルテクノロジーの活用は今後さらに強化していきたいと考えております。

　全試合をデータで振り返ると、J1ではゴール数が前年比で5.9%増え、とりわけペナルティーエリアの外からのゴール数は

43％増と大幅に増えました。興味深いのは、逆転勝ちの試合が20％増、ラスト15分間で決まるゴール数も7％増えました。例年

にないスリリングな展開が多かったといえるのではないでしょうか。さらなる分析が必要ですが、新しい大会方式を通じてより

短期間で結果を出さなければならない緊張感が数字に表れたともいえます。

　今後も選手・クラブ・リーグが一体となって、ファン・サポーターをはじめすべての皆さまに魅力的なフットボールを提供してい

くことをお約束します。

チェアマン総括

ONCLUDING
REMARKS FROM
CHAIRMAN

　入場者数はＪ1・Ｊ2・Ｊ3ともに昨年より増加し、全公式試合の入場者数が1,000万人を超えたことは大きな成果でした。明

治安田生命Ｊリーグチャンピオンシップでは、決勝第2戦の視聴率が関東で10.4％、広島エリアでは平均35.1％と高い数字を記

録しました。多くの方々にＪリーグに触れていただけたと思います。

　一方で、大会の魅力の伝え方や集客の面などまだまだ改善の余地があります。大きな変革に見合う成果を今後も継続して追求

していきます。

　年初に打ち出した5つの重要戦略においては、あらゆる側面で変化の兆しを感じることができました。

スタジアムでは、春にAC長野パルセイロのホームとなる南長野運動公園総合球技場が、秋にはガンバ大阪のホームとなる市立

吹田サッカースタジアムが竣工しました。市立吹田サッカースタジアムは日本初となる民間の寄付金とスポーツ振興くじ助成

による資金調達で建設されました。今後のスタジアム建設への大きな示唆となるでしょう。

　選手、監督に続き、経営者もプロ化すべきと、経営人材の育成にも着手しました。5月にＪリーグヒューマンキャピタル（以下Ｊ

ＨＣ）を開講し、志の高い43名が学んでいます。来年は選抜した数名がプロスポーツの現場に出てさらに学びを深めることに

なっています。

　さらに2015年は、観戦者の満足度向上、新たな層へのアプローチに向けて、クラブとリーグが一体となってITに投資すること

を決めたシーズンでもありました。今後はさらに動きを加速させ、スタジアムでの観戦体験の向上はもとより、試合のない日

でもＪリーグに触れていただけるコンテンツ開発などにも取り組んでいきます。

　サッカーは世界中で愛されるグローバルコンテンツであり、我々は常に国際競争にさらされています。アジアのリーダーを、

そして世界のリーダーを目指す必要性が高まっています。世界リーグフォーラムにおいて、アメリカ、ドイツ、メキシコ、フランス

とともに、日本（Ｊリーグ）もワーキンググループに参加します。今後はその役割を積極的に果たしながら国際市場での存在感

を高めていきます。

　私は今シーズンのスタートにあたり、Ｊリーグ全職員にビジネスの世界で謳われる成長サイクル「PDCAサイクル」にMを

加えた「PD（M）CAサイクル」を徹底的に回すよう呼びかけました。MはミスのMです。サッカーはミスがつきもののスポー

ツです。だからこそミスを恐れず様々なことにチャレンジする必要があります。選手やクラブがミスを恐れずにスタジア

ムで戦っているなか、我 リ々ーグもまた、同じ目線でチャレンジし続けることを目指しています。

　刻々と移り変わる世界のサッカー情勢や経済動向に対応するために、Ｊリーグにもスピーディーな対応が求められてい

ます。これまでは当該シーズンの総括は翌シーズンの春以降に施策ごとに振り返っていましたが、今年からはシーズン終

了後、速やかに総括することとしました。本レポートはその第1号となります。

　Ｊリーグは、すべての方に開かれた公共財です。皆さまのＪリーグだからこそ、皆さまの声に基づいて議論するべきだと

考えています。皆さまから見て今年のＪリーグは、ボールを後ろに下げず、前に向かって積極的にチャレンジできていたで

しょうか。それぞれの施策は皆さまにはどう映ったのでしょうか。

　賛否両論、様々な議論があることがＪリーグの財産です。ぜひ今年のＪリーグについて、そしてこれからのＪリーグにつ

いて大いに議論しましょう。我々は常にオープンであり、皆さまと議論しながら前に進んでいきたいと考えています。来

シーズンの開幕までこのレポートを片手にいろいろな所でＪリーグについて語り合っていただきたいと思います。そして

来シーズンも熱狂のスタジアムで皆さまにお会いできることを楽しみにしています。

　最後に、今シーズンＪリーグをご支援いただいたすべての皆さまに心より御礼申し上げます。

C

最後に

オン・ザ・ピッチ 

オフ・ザ・ピッチ 

　 FOOT BALL SIDE‒ ‒

　BUSINESS SIDE‒ ‒
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